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静問地学第91号 (2005)

東部支部巡検会報告
一下回地域の火山岩と堆積岩事およびそれらの熱水変質一

佐藤弘

しはじめに

2004年11月14日，東部支部巡検会に参加してき

た.この巡検は，下出馬辺の地質を巡るもので，

は，藤井伝一氏と高橋豊氏であった.図 1

に主要Stopの位置を示す.この巡検はラ伊豆の

地下に熱源があるために起こる地質現象を探るも

のであった.以下に，その概要を報告する.

2 .河津町峰温泉 (Stop1) 

9時半に河津町の温泉会館前 .参加者は

20名ぽど.ホテルの脇の小徒を登ると，大噴井が

あった.昭和初期には東洋一の湯量を誇ったそう

だが，現在は減ム観光目的に休日を中心に蒸気

を上げているそうだ.弱食塩泉で型地下50mか

ら自噴しており，地底温度1350Cという.こんな

に浅いところから温泉が湧き出すことは驚きだ¥

伊豆の地下が熱いことを物語るものだと思った.

はこれが今回の巡検のキーワードなのであっ

た.井戸には，炭酸塩が析出しており，採集する

ことができた.

3 .縄地鉱山跡 (Stop2) 

車で縄地に移動.部落の結道を端ぎながら

り，畑の中を行くと，自の前に広場と朽ち果てた

建物が現れた.これが縄地鉱山跡であった.広場 図1.見学地点図.

の隅にはボーリングコアが打ち捨てられていた.太いものと細いものがある.太いものは調査のため

の地質ボーリングコア，細いものは坑道や採掘切羽を調べるコアだそうだ.コアの断面を観察した

が，岩石は変質した安山岩や凝灰岩，および、珪質岩が目立った.
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ここでヲ藤井氏の説明を受けた。氏は鉱山畑を歩いてこられた方でヲここ伊豆でも数年ほど仕事を

しておられる@説明によるとヲ縄地鉱山は1577年頃9 北条氏によって開発され苦 1605年(慶長10年)

墳には佐渡と並ぶ、全国屈指の金山となった.1632年に一度関坑するものの曹明治の初めに再開ラしか

し金の収率はヲ決して良くなかった@その後雪金銀鉱を採掘するようになり発展望第二次世界大戦中

は休止し，戦後再開したが， 1971年に閉鉱した@明治以降で合計376，407トンを出鉱，この間の金，

銀の平均含有量は曹金が3.6gjトン9 銀が59gjトンであったという@この付近の鉱山は9 縄地のよ

うに石英安山岩中に妊胎するものと型熱水変質帯(石英一カリ長石帯)に庇胎するものがあるがヲい

ずれも浅熱水性鉱床に属するそうだ.

奥へ進み9 銀ーヒ(ヒとは鉱脈のこと)の坑口についた@坑口は鉄概がありラ中に以入れない。抗

日の近くには石英の転石が転がっていた@石英をハンマーで割り鉱物を採集した@空稿に水晶が生じ

ているものや曹黄鉄鉱や鉄石英の縞があるものが見つかった@鉄石英はピンク色で大変美しかった@

このような鉱物の縞がある部分に金ヲ銀も濃集するという@しかし採集はここまで@金銀鉱を見つけ

出した参加者はいなかった@

仁下田市原因 (Stop3) 

白浜の公民館に移動し警藤井氏のコレクション

をみせていただいた.金銀鉱をはじめ雪鉱屑ラ

浜層群の貝化石などであった@とくに縄地鉱山を

住友白浜鉱山として稼動した時に採取された金銀

鉱(図2)は9 含有量の分析値も付されておりヲ

貴重なものだと思った e

次じ公民館裏の海岸にある を観察した.

この付近の地層は曹 田層(前期鮮新

統)で、ヲ全体にマッシブ(塊状)な砂層で粒子が

粗い.黒く摩滅した貝化石，ブジツボなどが集

まって産し9 流れにより流下した特徴を持ってい

た.構造が見えない部分には生痕や生物擾乱作用

があり 9 淘汰も不良であった.私は9 堆積環境と

して内側陸棚を想定した@隆起波食台のよにはス

コリア層がみられた@スコリア粒子は級化し曹

上部にはウエーブリップノレがついているなどヲ

ブラの水中堆積の様子が観察できた@白浜神社の

鳥居が建つ周辺はブォーセット層理がみられ事石

国2.藤井氏のコレクション.
自浜鉱山の金銀鉱.

灰質で間結している.一方向流れを示しているよ 図3.長田 (Stop3)の凝灰質砂岩層.

うで苦海進期のサンドリッジ堆積物と忠われた フォーセット層理がみえる.

(図3).上方に水深が深くなるように見えたが9 一露頭での話で確たるところはわからない@
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浜に くラ プレツナヤ ブロック

もみられた.この南側は自浜で空文字通り白い浜が広がっていた.この浜の砂はヲほとんどが石英と

石灰質の化石からなるということだ.この後，公民館に戻り各自昼食をとっ，~.

5 .板見漁港 (Stopヰ)

さら に下りる で枕状熔岩(ピローラノて)とピロープレッチャーヲなどを観

した.枕状溶岩 るときにできるヲ枕のような形をした溶岩でラ俵

る@ピロープレッチャーはラ枕状溶岩が割れて，ばらばらになったも

ので，水冷自破砕溶岩(ハイアロクラスタイト)の一種である@露頭左側ではヲ海成の斜交崩理をも

にヲ枕状溶岩がのっており，溶岩は砂層にめり込んでいた@一方予選路をはさんで右側では苦

海成の斜交層理をもっスコリア質砂層に連続して，ピロープレッチャーがみられた(図 4). ブレツ

チャーは海成砂層を基質としておりラ層理が発達していた@さらに上位誌連続的に枕状溶岩に変化し

ていた.この露頭はヲ松本ら (1985)に記載のあ

る ありヲ Stop3の より る

らしい.ここではヲ溶岩がどのように震入したか

となった.溶岩への連続的な変化がみられ

るためヲ

チャネノレ充填して(谷

ょうであった.

っているものの，

て)いるのではない

はラ巡検時には，まったく気付かなかったの

だが，巡検報告を書くことにな孔写真を整理し

ていて，露頭右側の溶岩の形態が気になりだし

た.枕が痛平でなくヲ全体に直線的な外形を有し

ていて，一つの枕も 2'"'-'3mと巨大である@そ

してもう一つ雪中心から放射状の割れ目が明瞭で

ないのである(国 5). よくよく文献を調べてみ

ると，松本らは9 露頭左側の枕状溶岩と比較し

てヲ右側の枕状溶岩は麗平でないことを示した上

で，未回結堆積物中に貫入した枕状溶岩とそのブ

レッチャーであると考えていた.最近の文献で

はラ枕状に集合する多角形の岩片は， 1為枕状溶岩

(シュ…ドピロー)とされる(島津， 1991:山岸

1994) .さらに山岸は，その形成プロセスをヲ安

山岩質~圭長質マグマが未盟結堆積物中に貫入

し，水冷，破砕されたものとしている@そのよう

な自で見ればヲ枕と枕の聞にプレッチャー化した
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図 4.板見漁港 (Stop4)の凝灰質砂岩
とブレッチャ凝灰質砂岩層に

は，スコりア質の粒子が多い@

図5.板見漁港.偽枕状溶岩(シュードピ
口一).枕状溶岩のようだが，全体
が角張った特徴を有する.安山岩質

溶岩の給源火道の先端部分.



溶岩(枕状溶岩の破片ではないためヲハイア口クラスタイトと呼ぶ、べきだろう)が挟み込まれている

ように見える。岩質が玄武岩質安山岩でもあり 9 給源火道は見えないが9 貫入岩体の先端部と考えら

れよう@露頭左側は枕状溶岩が露出しておりラ両者の産状の違いは化学成分の違いなのだろうか@細

かい分析をしてみたら面白いだろう@そして雪化学成分が異なるのならヲ異なる火道から出たものな

のか9 あるいはラマグマ分化の結果なのかを知りたいと思った。

なお曹この地点の海成砂岩層には沸石の脈が入っていた@またヲその一部は鮮やかな緑色に色付い

ていた@これは輝石ラカンラン石ヲ斜長石が変質して緑泥石となっているためだそうである@

に熱水による 2次的変質が加わっており 9 緑泥石帯が生じているのであった@

6.下田市柿崎 (Stop5) 

柿崎では曹県の天然記念物 (1979年指定)の偽賭理 した@ ここ も

る@露頭は9 前にあるソテツの木が大きくなって観察しにくい状態である@

であ

(1992)による 9 当時の写真と比較してみると型ソテツの成長がよくわかる@案内の看板もあるがヲ

最近の堆積学の成果をラもう少し取り入れたものに悲し替えて欲しいと思った@天然記念物は指定だ

けでなしその後の保全が課題であろう@

は斜交崩理ともいわれラ水流の動きにより形成される@上位の属理が下位の層理を切る形を

とる@様々な形態があるが雪柿崎のものは谷状斜交層理であった@斜交層理からは曹かつての流れの

方向が復元できる@ここでは南西方への流れが推定されるという@松本らは雪この周辺の

古流向から警当時の古地理を復元している@それによると雪下田市の西方に陸域がヲ須崎周辺に

あり予その間が“下田円水道になっていたという@そしてヲその海底にはヲ潮流によるメガリップル

ができていたと推定している@メガリップルとはラ海流や潮流でつくられる海底の砂丘状地形のこと

である@

人下関市恵比須島 (Stop6) 

を島の北側に止め警

に傾く地層は雪

(図 6) 

いる@ここの

した.北西

山噴出物からなる

海成砂岩賭と互層して

(後期中新

統)でラ層位的には9 原田層より下位になるよう

だ@海成砂岩躍は堆積構造としてラムjム行i鶴間.ハ

ンモック状斜交層理ヲクライミングリッ

がみられた.Stop 3より浅く雪下部外浜ぐらい

の堆積環境を示すものと思われた@機層は級化し

ているもの9 塊状のもの曹逆級化しているものが 図1 恵比須島 (Stop6)の凝灰角磯岩.

観察できた(図7).逆級化は土石流堆積物の特徴である@この露頭では曹爆裂角擦が雪海底で淘汰

を受けて移動したりヲ土石流として流れ下ったりと 9 いくつかのプロセスが複合しているように思わ
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れた.

8 .下田市爪木時 (Stop7) 

爪木崎の遊歩道を歩きヲ海岸に下りるとヲ 2m 

ほどの柱状節理のみえる岩体が現れた.この岩体

の上に登り，柱状節理を上菌から観察した。柱状

はラ六角形のセルで周辺にガラス

があることがわかった(図 8， 9).柱状節理は

マグマの冷却による よってできるがラ

一つのセルはどれも 50~60 cmになっていた。こ

になった.

のセルを米俵にたとえラ地元では俵磯と呼

んでいるという.ここの柱状節理も県指定の天然

記念物(1982年指定)である.ここで陽も傾きラ

巡検は終了，解散となった.

国8.爪木崎 (Stop7)の柱状節理.

ヲ@おわりに

今回の巡検会は，テーマ設定が面白かった.地

下が熱いため火山が噴火し雪大量の火山砕屑物を

さらに熱水による変質を起こす@マグマの

噴出や熱水変質は鉱床を作り出す.下回周辺の地

質の特徴は，地下が熱いことで説明できるという

図7.恵比須島の凝灰質砂岩麗と凝灰角磯岩
凝灰角磯岩は級化する部分と

逆級化する部分(上部)がある.

図9.爪木崎の柱状節理を上高からみたとこ
ろ.六角形のセjレが並んでおり，題縁
の急、冷層もよくわかる.

わけだ.大変面白い巡検コースなのでヲ私の学校で行う自然科学の旅でもラこのコースを使わせても

らおうと思った.またラ火山岩と火山砕屑岩の関係などラ私にとって参考になる点、が多々あった.特

に，火山岩の形態や構造をヲ今回の巡検とヲその後の文献調査を通じて学ぶ、ことができたのは幸運

だ、った.案内の労をとられた藤井伝一?高橋豊両氏に感謝したい@
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